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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

防火貯水槽の改修は随時実施した。今後は消火栓表示作業にも配慮していきたい。

改革改善

の考え方

①問題

点

　貯水槽などの所有区分が市有でないものの改修をどこまで費用負担するかは問題であり、原材料支給などでの対応をし

てきた経過がある。土地の問題などから代替の施設整備は困難である場合が多い。

②改革

提案

　老朽化した貯水槽の入れ替えなど根本的な改善と「防水シート張り工法（飯田市オリジナル）」の導入などにより長期使用

に耐え耐震性貯水槽に準ずる修繕を今後行っていきたい。

総事業費①+② 1,277 1,173 287

人件費計（千円）② 89 36

1,144

正規職員所要時間 25 10

臨時職員所要時間

一般財源 1,188 1,173 251

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 1,188 1,173 251 1,144

25年度予算額 特定財源内訳、補足

1,144

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　防火貯水槽補修工事

２　消火栓表示業務委託

３　防火水槽撤去工事

４　ホース乾燥塔撤去工事（南信濃詰所既存ホース乾燥塔２基）

　＊南信濃詰所ホース乾燥塔工事は消防体制強化事業に記載

１　改修する防火貯水槽の数

２　消火栓表示する数

３　撤去する数

４　撤去する数

１ 　3基

２　 0基

３   0基

４　 ２基

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

１　防火水槽・警鐘楼・消火栓維持管理。

２　防火貯水槽の看板取り換えなどは、飯田広域消防署所と協調連絡を取り原材料支給により実施。

３　市内の所轄管理外の貯水修繕については、補修必要状況等を鑑みて原材料支給により対応。

４　消火栓表示業務委託は、必要性及び実施場所について飯田広域消防署所の消火栓調査の結果により検討し実施。

５　老朽化警鐘楼の撤去

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

改修実施した施設累計÷計画数　(消火栓） 10 0 10

100 100

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

改修実施した施設累計÷計画数　（貯水槽） 100

28年度見込み

予想される貯水槽の修繕数【原材

料至急含む】

3

意図（どういう状態

にするか）

消防用施設が維持確保される

予想される消火栓表示数 100向上させたい上位施

策の成果指標

市民が災害にそなている割合（％）

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 市内に設置されている貯水槽・警鐘楼・消火栓

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 41 災害対策の推進

基本計画上

の位置づけ

政策 4 暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり

課等名 危機管理・交通安全対策室係等名

事業種別 政策 開始 終了

事務事業名

会計 一般会計

消防用施設整備事業

41 事業№ 43 12平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 4 施策№


